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氏天 城に操集を試み ， 予 の 講を 容れ で 山申 の 鰯 に も注意せ られ下田に於け る と同樣の盛な る鳴聾を耳 に

した りと の 歸來 の 報告なれば，予 は 天城 に も ヒ メ ハ ル ゼ ミ發生す る も の と信 じ爾來再三 天城 を 該種 の 産

地 と して 算へ た り。 而して 不幸に して之を引用せ られた る士に齋藤隔理氏｛1936）あり。 今年 7 月中旬下

田に於ける ヒ メ ハ ル ゼ ミ の 今を盛 の の 頃予 は 天城登山 を企 て ， 歪山を震駭せ しめ 居 る嬋 の ヒ メ ハ ル ゼ ミ

に非ざ る こ とを確信 した り。 帥ち天誠山は ヒ メ ハ ル ゼ ミ の蓬地よ り劇除 せ ら るべ きもの と す 。

’
ヒ メ ハ ル

ゼ ミ と學友の 耳に 入 りた るは實ほ エ ゾ ハ ル ゼ ミ に して ， 時ほ 7 月17H な b しが天城隧道よ り入 丁 池 （海

tt1237m〕に至 る閲耳 にするほ 悉 く之 エ ゾ ハ ル ゼ ミ に して ， 其盛な るに鰺 きた り。 8 月 11日再び登 山せ し

際は昔 日 の 悌無 く個體數夥 L ぐ馘 じ居 た り。 調査に便宜 を輿 へ られた る藹井歡授に 深 謝す 。 ｛高島春雄 ）

　　　　　　　　　　　　北 海 馗 ｝こ て 佛 法 僧 を 聞 く

　　　　去る 6 月 19H 北海道皆既 日食勸測 中， 佛法 僞 の鳴麗を耳に しま した の で ， 何 か の 御參考に相成るか と

　　　存じ簡單に御報告申 します。

　　　　1．場所は 北海道天 鹽郡幌延村小學校 々 庭 （日食觀測地 ） にて ，鳴圏 まそ の 西北方 の 山中よ り聞え，

　　　そ の 距離は 大盤 200 乃至 3〔珍m 或は 500m 位 か と推察さILま した D

・・　　 2。 H 時は 6 月19日夜孚よ り20日 午前 1時頃迄で ， 他 の 臼は注意 しませ んで した 。 當夜は晴天 ， 無風 ，

　　　織 15℃ 位 。 　　　　
・

　　　　3．鳴聲は ラ ヂ オ で 耳に した もの と全 く同一
。 二聲 の鳴聲と三 聾の 鳴麓とを交互 に して 居 り，二 蘆を

　　　數囘續け弐い で 三聲 の を數囘 續ける と云 ふ 風 で す 。 1羽 の み の 鳴聾か と思は れ ま した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東大理學部天文學科 古畑正歓 ・黒岩五郎）

地 中 海 の オ サ ガ メ

　1931；tlllO月16日 に イ タ リヤ の Salemo 灣 の Ploica呂tro で 漁夫が雌 の オ サ ガ メ を發見 L捕獲 した
ρ 鼻

先 か ら甲の 後端 ま で 2．1（hm ， ビ ス ケ ー灣 の 滑岸で は 時k 見受けるが地 中海に 入 る の は 極 く稀で あ る由。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （谷津直秀）

紅 海 の 臨 海 實 驗 所

　 カ イ ロ 广大學附屬臨海實驗所に就て ほ動 拗學雜誌47卷 252 頁（1935＞に簡單に紹介 し て 置 い た が ， そ の

難籌鷽繦雛嫐 鷭 　　　　
　GhaTd 乱qa は普逋の 地 圖に記入 し て な い 。 航海中船長

室の海岡に も見出すこ とが出來な か つ た 。 般長が苦心 し

て 或 る報告書を調べ て くれ て 漸 く正 確 に 位置がわ か つ

た 。 紅海 の 北端は東 の ア カ バ 灣 と西 の ス ーエ ズ灣 と な つ

て ゐ る 。
ス ーエ ズ か ら南320km ス

ーエ ズ濯に正 に入 ら う　
とす る駈 に Gadwan 島と Jifatan 島が ある D こ の Jifat・an

島に 近 い ア フ リ カ 大睦に GhaTdaqa が ある o 實驗所 の

譜翻 驚 畧轡
  1・ 舳 略

　
　地 の 熱糟 の 海 で も底 は ぴ に 近 い の に紅海で は年中底 が．
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